
 

 

 

 

２０２２年５月３１日 

 

三井住友海上火災保険株式会社 

株式会社ＴＢＣ  

 

保険業の高度化に向けた資本提携について 
 

 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（代表取締役社長：舩曵 真一郎）は、

保険業高度化等会社にかかる認可を取得し、システムの受託開発や高度なデジタル人財を派遣する株式会社  

ＴＢＣ（代表取締役社長：碇 淳吉）と３月に資本提携しました。 

  

１．背景と目的 

ＭＳ＆ＡＤグループは、デジタルを活用したマーケティングやリスクコンサルティング等で最適なソリュー 

ションを提供する「リスクソリューションのプラットフォーマー」として、保険本来の機能に加え、補償前後

の価値を創造・提供することを目指しています。お客さまに最適なリスクソリューションを提供するためには、

保険に限らないさまざまなデータを活用できるデジタル人財の育成・確保とお客さまの需要に機動的に応える

アジャイル型のシステム開発力が不可欠です。 

保険業法の改正により、保険業高度化や利用者の利便性向上が見込まれる業務を営む会社の議決権取得が緩和

されました。三井住友海上は認可を取得し、「データ分析の専門性を備えたデジタル人財の育成・確保」と  

「新たなソリューションの開発・販売」を実現すべく、ＴＢＣと資本提携することといたしました。 

 

２．今後について 

ＴＢＣはクラウド上のシステム開発やサーバの運用保守等、高度な情報通信技術を活用した事業を展開して 

おり、三井住友海上のデータ分析支援サービス「RisTech」や代理店向けシステム「MS1 Brain」の開発支援も

行ってきました。この資本提携をきっかけに、三井住友海上はＴＢＣのシステム開発力や人工知能（ＡＩ）に

強みを持つデジタル人財を活用し、社会課題の解決につながる新たなソリューションを開発するとともに、 

外部販売による収益機会の獲得を目指します。また、両社によるソリューション開発を通じて、デジタル人財

の育成を強化していきます。 

 

【ご参考】 

＜ＴＢＣ概要＞ 

会社名 株式会社ＴＢＣ 

代表者名 碇 淳吉 

所在地 東京都中央区日本橋小舟町3番 2号リブラビル4F 

設立年月 １９８２年６月１２日 

事業内容 情報処理サービス、ソフトウェアの開発、労働者派遣事業 

ホームページ https://www.tbc-inc.co.jp/ 
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